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第二次あきる野市総合計画基本計画（たたき台）に対するご意見について（議会版）

NO 該当頁 指摘事項 説明又は対応（案）

１ 全体
現状と課題において、引用しているデー

タが古いものがある。

【説明】適切な時期を捉えて、更新する

予定です。

２ ６

「② 魅力ある景観づくりの推進」は、内

容が薄いように思うがどうか。

【説明】「① 緑確保の推進」は、生物多

様性など、緑の質に着目しており、「② 魅

力ある景観づくりの推進」は、視覚的なも

のに着目しています。

景観保全については、市でも課題とし

て認識しておりますが、現状において、

具体的な取組はないため、このような表

記としています。

３

８

基本方針において、「都市計画道路等の整

備を推進し」とあるが、現在の道路計画

では、計画そのものを見直す必要がある

ものもあると思う。見直すという概念を

含めて表現することはできないか。

【対応】都市計画道路等の整備する中で、

現在の交通需要などに注視することを踏

まえ、いただいたご指摘から、次のように

表記を変更いたします。

（変更前）

都市計画道路等の整備を推進し、

（変更後）

今後の交通需要等に注視しながら、都

市計画道路等の整備を推進し、

４

１の「① 道路の整備の推進」におい

て、「面的整備などの手法も取り入れ」と

あるが、この面的整備とは、区画整理な

どをイメージしているのか。

【説明】ご指摘のとおりです。

５ ９

３の「① 下水道整備事業の推進」につ

いて、汚水整備計画という用語が使われ

ているが、他自治体では、処理や施設と

いう言葉が入っている。汚水処理計画

や、汚水処理施設整備計画が適切ではな

いか。

【対応】汚水処理の在り方を検討するに

当たり、検討内容に併せて名称も精査い

たします。このため、名称を「（仮）汚水

整備計画」と変更いたします。

６ 30

「２ 多文化共生社会の推進」におい

て、多文化共生社会に関する意識啓発な

ど、もう少し踏み込んだ施策を位置付け

ることはできないか。

【対応】多文化共生社会への理解を深め

るため、市民等への普及啓発に取り組む

施策を追加いたします。

（変更前）

ホームページ・各種パンフレット等～

（変更後）

多文化共生社会の実現に向け、人種や国

籍に関わらず、それぞれの文化の違い等

を相互に理解し、尊重し合えるよう、意

識啓発等に取り組みます。また、市のホ

ームページ・各種パンフレット等～

７ 34 ４の「② 平和を学ぶ取組の推進」にお

いて、「市民を広島に派遣するなど」とい

【説明】実際に事業を実施する際は、対

象が限定される可能性はありますが、現

段階においては、対象を限定する必要が
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NO 該当頁 指摘事項 説明又は対応（案）

う表記があるが、対象は子どもではない

のか。

ないため、市民としております。

８

36

１の「① ごみの適正処理（分別・収集

運搬・処分）体制の構築において、「収集

車への低公害車の導入推奨を図ります。」

とあるが、これはどういう趣旨か。

【対応】ごみの処理に当たり、温室効果ガ

ス排出量の削減など、環境負荷の低減を図

るに当たり、ごみ収集業者にも、機会を捉

え、環境負荷の少ないごみ収集車の導入を

お願いしているという趣旨となります。

いただいたご指摘から、次のように表記

を変更いたします。

（変更前）

低公害車

（変更後）

環境に配慮した車両

９

１の「② ごみ減量化の推進」におい

て、「プラスチックごみの海洋汚染などを

周知し」とあり、これは新規の取組だと

思うが、その趣旨は。

【対応】近年のプラスチックごみへの対

策を考慮したものです。

10 39

１の「① 自然環境の保全の推進」にお

いて、「自然環境と伝統文化などの優れた

地域資源」とあるが、伝統文化とは何を

指しているか。

【対応】現行総合計画では、自然環境と伝

統文化などのすぐれた地域資源を生かし、

環境の保全と地域活性化を進めることと

しておりましたが、施策を精査し、第二次

総合計画では、自然環境の保全に焦点を当

てることとしております。

いただいたご指摘から、次のように表記

を変更いたします。

（変更前）

自然環境と伝統文化などの優れた地域

資源を生かし、地域の特性に応じた環境

の保全や郷土の恵みの森づくりを進め、

生物多様性の維持・向上を図ります。

（変更後）

生物多様性の維持・向上を図るため、

地域の特性に応じた環境の保全や郷土

の恵みの森づくりを推進します。

11 40

３の「② 公共施設及び民間施設の緑化

の推進」において、「また、減少しつつあ

る民有地の貴重な緑を保全するととも

に」とあるが、この趣旨は。

【説明】市では、民有地における、価値

のある緑地等について、保存緑地に指定

し、所有者による保護を支援しておりま

すので、これらの取組を意図したものと

なります。

12 43
１の「① 各種健康診査・検診等の充

実」において、「母保護者」との表記があ

るが、「保護者」の誤りではないか。

【対応】いただいたご指摘のとおりです

ので、表記を変更します。

13 46
１の「③ 特に支援を必要とする子ども

への支援の充実」について、虐待や生活

困窮などの子どもは対象とならないの

【対応】この施策において、特に支援を要

する子どもについては、障がい児のほか、

子ども食堂を必要とする児童やその保護

者、外国につながるこどもが挙げられま
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NO 該当頁 指摘事項 説明又は対応（案）

か。 す。

一方、児童虐待への対応については、５

０頁の３の「③就労の支援」に含めていま

す。現行の表記では、これらが読み取りに

くい面がありますので、表記を精査いたし

ます。

（変更後）

障がい児やその家族に対する各種手当・助

成金の支給、障がい児療育体制の充実、特

別支援教育の推進、子どもやその保護者の

生活実態に応じた支援、外国につながる子

どもへの多言語による情報提供などに取

り組むことにより、特に支援を必要とする

子どもへの支援の充実を図ります。

→４７頁の３③について下記のように修

正が必要である。

（変更後）

子育てグループ等への活動支援やそれぞ

れの地域における子どもたちの安全・安心

の確保と健全な育成を担う地域子ども育

成リーダーの養成、要保護児童対策地域協

議会による児童虐待への適切な支援など

の取組により、地域における子ども・子育

て支援を推進します。

14

２の①～⑤について、施策の分類が分か

りにくい印象がある。

【対応】施策の建付けについては、子ど

も・子育て支援総合計画との整合を保つ

ようにしております。表記については、

より分かりやすいものとなるよう、さら

に精査いたします。

※ より分かりやすい表記となるよう工

夫しました。

15 53

３の「③ 介護保険事業の基盤の整備」

～「⑤ 家族介護者への支援」につい

て、①や②と比べて、内容が薄いのでは

ないか。

【対応】いただいたご指摘から、担当課と

調整し、表記等を精査いたします。

（変更後）

③介護保険事業の基盤の整備

今後の需要動向等や在宅サービスと施

設サービスのバランスを踏まえながら、介

護を要する状態になっても、住み慣れた地

域で生活ができるよう、必要なサービスの

供給量を確保するため、介護保険事業計画

に基づき介護サービスの基盤整備に努め

ます。

④自立した生活への支援

食事の調理が困難な高齢者に対する配
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NO 該当頁 指摘事項 説明又は対応（案）

食サービス事業により、栄養バランスのと

れた食事の提供で健康の維持・増進に寄与

するとともに、定期的な見守りを行いま

す。また、緊急通報システムによる２４時

間体制での見守りや転倒予防のための住

宅改修費の給付など、高齢者世帯の在宅生

活を支援します。

⑤家族介護者への支援

家族介護者の身体的及び経済的な負担

軽減を図るため、おむつ給付事業の実施や

介護・病気の知識、福祉サービスの利用方

法などを学ぶ介護教室を開催し、家族介護

者を支援します。また、介護と仕事の両立

に不安を抱える介護者に相談窓口を紹介

するとともに、介護離職の防止に向け必要

な情報の提供を行っていきます。

16 56

１の「④ 成年後見制度の利用促進」に

ついて、「権利擁護支援の地域における連

携・対応強化を継続的に推進するため、

中核機関を設置し～」とあるが、内容が

分かりにくい。

【対応】いただいたご指摘から、担当課と

調整し、表記等を精査いたします。（表記

調整中）

→たたき台の修正が必要である。（要担当

課調整）※ 現在調整中。

17 58

現状と課題の１において、「道徳」という

言葉が繰り返し出てきており、学校教育

における人権尊重教育が、道徳教育のみ

であるような印象を受ける。学校教育に

おける人権尊重教育は、道徳だけなの

か。

【対案】いただいたご指摘から、担当課

と調整し、表記等を精査いたします。

→５８頁の現状と課題の１について下記

のように修正が必要である。

（変更後）

全ての教育活動を通して、児童・生徒に

人権尊重の理念を正しく理解させるとと

もに、思いやりの心や多様性の尊重等を

育む人権教育を実施しています。各学校

において、人権教育全体計画及び年間指

導計画を作成し、組織的・計画的に人権

教育を推進しています。いじめや虐待な

ど子供自身に関わる問題や、高齢者、障

害者、外国人、性同一性障害などの人権

課題などについて考え具体的な態度や行

動につなげるよう、指導していく必要が

あります。また、小学生による人権メッ

セージ、中学生の主張を「あきる野市教

育の日」に行います。

→６２頁の施策の内容の１について下記

のように修正が必要である。

（変更後）
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NO 該当頁 指摘事項 説明又は対応（案）

① 不登校児童・生徒への支援の充実

不登校状況にある児童・生徒に対して、

在籍校において個の特性に応じた指導、

支援を行うとともに、せせらぎ教室など

関係機関を活用し、主体的に学校復帰や

社会的自立に向かえるような支援を図り

ます。

→６４頁の現状と課題の２について下記

のように修正が必要である。

（変更後）

知的障害特別支援学級を小学校に４校、

中学校に２校設置し、中学校には情緒障

害特別支援学級を１校設置しています。

特別支援教室は全ての市内公立学校に設

置し、特別な支援を要する児童・生徒の

個のニーズに対応できる教育環境を整備

しています。

児童・生徒の特性に合った学習の場の提

供のため、小学校において、令和５年度

に自閉症・情緒障害の固定学級を新設す

る方向で準備を進めています。

→６５頁の施策の内容の⑤について下記

のように修正が必要である。

（変更後）

学校評価などにより学校運営を振り返

り、児童・生徒の実態や地域の願いを把

握するとともに、学習指導要領の内容を

踏まえ、地域の特色を生かした学校の創

意工夫による教育活動を推進するととも

に、地域と連携した学校づくりの体制を

構築します。

18 60

現状と課題の２、１の「② 人材育成の

充実」の表記について、施策の表記を生

かし、現状と課題の表記を工夫してもら

いたい。

※ 第５章第２節の記載内容の精査を行

った結果、指摘事項の内容は、削除されま

した。

19 62
現状と課題の１、１の「① せせらぎ教

室の充実」において、学校復帰や社会的

自立の記載順を入れ替えて欲しい。

【対応】いただいたご指摘から、表記を社

会的自立→学校復帰の順へと変更いたし

ます。

20 76

現状と課題の１において、「職員の年齢構

成や経験値に歪みが生じている」との踏

み込んだ表記があるが、特に問題はない

か。

【対応】いただいたご指摘から、担当課

に確認し、必要に応じて表記を変更いた

します。

（変更後）

平成 26 年度までは、定員適正化等により

職員数の削減を行ってきましたが、多様
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NO 該当頁 指摘事項 説明又は対応（案）

化する市民ニーズ、法改正等に伴う制度

改正や市への各種権限移譲等の対応に伴

う行政需要の高まりから、平成 27 年度以

降の職員数は増加に転じています。

平成 30 年４月１日現在の職員数は 436 人

です。平成 15年４月１日現在の職員数

（550 人）と比べ 114 人減少していま

す。大量退職に伴う新規職員の採用等に

より、職員の年齢構成等に少なからず偏

りが生じています。

→上のようにたたき台の修正が必要であ

る。


